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退職者こだま会
第32回定期総会議案

神奈川県職労連NO.112

三ツ石海岸を背に「真鶴半島の花と歴史散歩」（３月３１日）

昨年の総会

今号の紙面

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。０４５（２１２）３１７９

・総会案内   ❶

・総会議案   ❷〜❻
　２0１５年度経過・決算報

告／同監査報告／２0１６
年度方針案／同予算案

・会員紹介
　「中嶋ひとみさん」   ❻

・神奈川フィル争議「勝
利和解」／予告   ❼

・こだま俳壇／真鶴半島
の花と歴史散歩／絵手
紙   ❽

神奈川県
職 労 連

退 職 者
こだま会

−会場は昨年と同じ「県立市民かながわプラザ」−
第３２回定期総会のご案内

と　き　６月２５日（土） ９時３０分受付　１０時開会〜１２時
ところ　�本郷台　あーすぷらざ〈JR根岸線「本郷台駅」前〉
　　　　横浜市栄区小菅ヶ谷１－２－１　０４５（８９６）２１２１
　　　　●県立市民かながわプラザ１階会議室
　みなさん、いかがお過ごしですか。神奈川県職労連退
職者こだま会第３２回定期総会を開催します。毎年、たく
さんの会員が総会につどいます。この１年をふりかえり、
新しい運動方針をみんなでつくっていきましょう。

総会終了後は懇親会で交流

　総会終了後１２時１５分から、総会会場にあるレストラン
「メルヘン」で懇親会を開きます。軽食をとりながら交流
を深め、楽しいひとときをすごしましょう（会費２０００円）。
　なお、今年度の「長寿祝い制度」該当者（４月１日現
在７７歳）の方は、招待させていただきます。ご参加をお
待ちしています。出欠は同封のハガキで、６月７日（火）
必着でお願いします。

本郷台駅←至大船 至横浜→

横浜銀行

柏陽高校
○文

あーすぷらざ
栄土木
事務所

〒

スーパー
マーケット

JR根岸線・京浜東北線
↑至舞岡



第　１１２　号　（2）２0１６年（平成２８年）５月１５日 神奈川県職労連 退職者こだま会報

神
奈
川

県
職
労
連

退
職
者
こ
だ
ま
会
第
３２
回
定
期
総
会
議
案

こ
の
１
年
間
の
活
動

１
、
交
流
の
場
と
仲
間
づ
く
り

（
１
）
こ
だ
ま
会
文
化
レ
ク
企
画
「
て
く
・

テ
ク
の
会
」
の
と
り
く
み

　
「
高
尾
の
桜
保
存
林
見
学
ツ
ア
ー
」（
昨

年
４
月
２0
日
・
１１
人
）、「
浜
岡
原
発
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
」（
１１
月
１８
日
〜
１９
日
・
２４

人
）、「
真
鶴
半
島
の
花
と
歴
史
散
歩
」（
今

年
３
月
３１
日
・
１７
人
）
を
実
施
。
浜
岡
原

発
で
は
東
海
地
震
の
震
源
域
の
真
上
に
あ

る
原
発
の
危
険
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

（
２
）「
趣
味
の
会
」
の
と
り
く
み

　

各
会
と
も
活
動
の
継
続
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
趣
味
の
会
の
誕
生
が
望
ま

れ
ま
す
。

①
歴
史
教
室
（
講
義
・
散
策
）

　
「
小
田
原
北
条
氏
五
代
、
小
田
原
落
城

ま
で
の
攻
防
」（
６
月
１８
日
講
義
・
７
人
）、

「
戦
国
時
代
の
巨
城
、
小
田
原
城
総
構
え

を
歩
く
」（
９
月
３0
日
散
策
・
８
人
）、「
南

北
朝
時
代
か
ら
室
町
幕
府
に
至
る
『
難
太

平
記
』（
足
利
氏
の
「
家
記
」）
に
見
る
足

利
尊
氏
、直
義
を
学
ぶ
」（
１２
月
２
日
講
義
・

７
人
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
は
い
ず

２
０
１
５
年
度
経
過
・
会
計
報
告

〈
第
１
号
議
案
〉

れ
も
生
方
武
羅
夫
会
員
。

②
俳
句
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
句
会
」

　

毎
月
第
２
木
曜
日
に
定
例
句
会
。
俳
人

協
会
の
太
田
土
男
先
生
を
囲
み
１７
人
の
会

員
が
、
毎
月
各
自
４
句
を
提
出
し
研
鑽
に

励
ん
で
い
ま
す
。

③
食
文
化
を
楽
し
む
会
（
薬
膳
料
理
）

　
「
夏
を
乗
り
切
る
薬
膳
料
理
」（
７
月
２３

日
・
５
人
）、「
風
邪
に
ま
け
な
い
薬
膳
料

理
」（
１２
月
３
日
・
５
人
）
を
実
施
。
料

理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
ま
し
た
。

④
楽
し
い
料
理
教
室

　
「
新
鮮
、
釣
り
た
て
の
魚
の
料
理
」（
１１

月
２１
日
・
８
人
）
を
実
施
し
、
鯛
の
炊
き

込
み
ご
飯
や
冬
瓜
の
煮
物
な
ど
、
料
理
の

基
本
を
学
び
ま
し
た
。

（
３
）「
手
づ
く
り
文
化
祭
」（
神
奈
川
自

　

治
労
連
退
職
者
会
主
催
）
へ
の
参
加

　

同
文
化
祭
実
行
委
員
会
に
委
員
を
派
遣

し
、
演
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
、
俳
句
、
川
柳
、

絵
画
、
絵
手
紙
、
写
真
、
書
に
計
４７
人
が

出
演
、
出
品
。
過
去
最
多
の
参
加
者
が
あ

り
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２
、
福
利
厚
生
活
動

（
１
）
長
寿
祝
い
制
度

　

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
５
年
度
は
対
象
者
が
１
１
９

人
。
お
祝
い
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
贈
り
、
総

会
後
の
懇
親
会
に
招
待
し
ま
し
た
。
経
過

措
置
が
終
了
し
、
２
０
１
６
年
か
ら
４
月

１
日
現
在
７７
歳
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
２
）
共
済
事
業
や
「
人
間
ド
ッ
ク
」

　

火
災
共
済
な
ど
の
共
済
事
業
に
加
え
、

２
０
１
４
年
度
か
ら
「
人
間
ド
ッ
ク
」
事

業
を
導
入
し
、
定
着
と
事
業
の
拡
大
に
努

力
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
県
内
５
医
療

機
関
の
協
力
を
得
ま
し
た
。

　

自
治
体
な
ど
が
実
施
す
る
定
期
健
診
と

合
わ
せ
て
健
康
管
理
に
生
か
す
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

３
、�

平
和
と
民
主
主
義
、生
活
と
人
権
を�

守
る
活
動

（
１
）「
戦
争
法
」
反
対
行
動

　

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
が
「
戦
争

法
案
廃
案
・
安
倍
政
権
退
陣
」
を
掲
げ
た

「
８
・
３0
国
会
１0
万
人
大
行
動
」
の
呼
び

か
け
に
こ
た
え
て
、
３0
人
を
超
え
る
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

９
月
１９
日
の
強
行
採
決
後
は
、
毎
月
の

「
１９
日
行
動
」
な
ど
に
自
主
的
に
参
加
し
、

当
会
と
し
て
「
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る

２
０
０
０
万
人
統
一
署
名
」に
と
り
く
み
、

４
月
末
現
在
、
１
５
０
筆
を
超
え
る
署
名

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
神
奈
川
フ
ィ
ル
分
会
へ
の
不
当
労

働
行
為
・
解
雇
事
件
で
勝
利
和
解

　

２
０
１
２
年
４
月
１１
日
の
解
雇
か
ら
４

年
、
２
０
１
６
年
４
月
８
日
の
中
央
労
働

委
員
会
で
勝
利
和
解
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
①
楽
団
側
に
不
当
労
働
行
為

と
紛
争
の
長
期
化
に
つ
い
て
遺
憾
の
意
を
表

明
さ
せ
る
、
②
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
、
③

解
決
金
を
支
払
わ
せ
る
、
④
和
解
後
合
意

退
職
す
る
と
い
う
も
の
で
、
不
当
労
働
行

為
を
認
め
さ
せ
、
か
つ
紛
争
の
長
期
化
に
遺

憾
の
意
を
表
明
さ
せ
、
解
雇
を
撤
回
、
解

決
金
の
獲
得
な
ど
勝
利
和
解
で
す
。

　

当
会
は
こ
の
間
、「
杉
本
さ
ん
・
布
施

木
さ
ん
の
解
雇
を
撤
回
さ
せ
、
神
奈
フ
ィ

ル
を
良
く
す
る
会
」
に
参
加
し
、
署
名
や

諸
行
動
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

（
３
）
愛
名
や
ま
ゆ
り
園
岩
元
克
憲
さ
ん

の
復
職
を
め
ざ
し
て

　

岩
元
克
憲
さ
ん
が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

足
に
障
害
を
負
い
、休
職
。主
治
医
か
ら「
職

場
復
帰
は
可
能
」
の
診
断
で
、
復
職
を
申

し
入
れ
ま
し
た
が
、か
な
が
わ
共
同
会
（
県

の
指
定
管
理
者
）
が
復
職
を
拒
否
。
岩
元

さ
ん
が
、
退
職
無
効
と
地
位
確
認
を
求
め

て
横
浜
地
裁
に
提
訴
し
て
闘
っ
て
い
ま
す
。

　

当
会
で
は
、か
な
が
わ
共
同
会
を
監
督
、

指
導
す
る
立
場
に
あ
る
神
奈
川
県
は
、
か

な
が
わ
共
同
会
が
障
害
者
を
差
別
し
て
い

る
と
い
う
実
態
を
把
握
し
、
障
害
者
差
別

の
解
消
と
指
導
に
と
り
く
む
責
務
が
あ
る

と
し
て
、「
か
な
が
わ
共
同
会
の
障
害
者
差

別
を
許
さ
ず
岩
元
さ
ん
の
職
場
復
帰
を
め

ざ
す
会
」
に
加
入
し
、支
援
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
鎌
倉
市
職
労
に
対
す
る
市
議
会
の

労
働
基
本
権
侵
害
と
労
組
つ
ぶ
し
に
対

す
る
支
援
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２０１５（平成２７）年度一般会計報告
（２０１５年4月1日〜２０１6年3月３１日）

収　　入
項　目 予算額 決算額 摘　要

年 会 費 ２１0，000 ８７，000 ３，000円×２９人

終 身 会 費 ７５0，000 ３９５，000
２５，000×１５．８人

（年会費からの
移行者含む）

県職労連交付金 ６１６，５00 ６１６，５00
共済助成費 １，２00，000 １，２３８，１８７ 全労済事務取り扱等
雑 収 入 ３0，000 １0６，１３0 総会祝金・利息等
繰 入 金 ８00，000 ８00，000 積立金会計より
寄 付 金 １，000 ２，000 個人からの寄付
前年度繰越金 ４0３，７５１ ４0３，７５１
合 計 ４，0１１，２５１ ３，６４８，５６８

支　　出
項　目 予算額 決算額 摘　要

事 務 局 費 ５５0，000 ５９１，９３１ 事務局運営費

行 動 費 ２５0，000 ２１２，９６４ 高齢者大会・自
治労連関連

会 報 費 １，000，000 ９８６，８６４ 会報発行費
総 会 費 ２５0，000 １５３，７６0
会 議 費 ５00，000 ４７２，0６0 幹事会・事務局会議費
通 信 費 １00，000 ２８，２５５
長寿祝い金等 ４00，000 ４0６，１１８ ３000円×１１９人

負 担 金 ６５，000 ８0，000
県退職者会・神奈
フィル争議・愛名
やまゆり争議

繰 出 金 ７５0，000 ３９５，000 積立金会計への繰出
予 備 費 １４６，２５１ 0
次年度繰越金 ０ ３２１，６１６
合 計 ４，0１１，２５１ ３，６４８，５６８

２０１５（平成２７）年度積立金会計報告
（２０１５年４月１日〜２０１6年３月３１日）

支　　　出
項　目 予算額 決算額 摘要

本年度支出 ８00，000 ８00，000 一般会計へ長
寿祝い金等

次年度繰越金 １６，３00，９２６ １５，９４５，７５９
合 　 計 １７，１00，９２６ １６，７４５，７５９

収　　　入
項　目 予算額 決算額 摘要

前年度繰越金 １６，３４９，４２６ １６，３４９，４２６
本年度収入 ７５１，５00 ３９６，３３３

内訳 積立金 （７５0，000） （３９５，000）
一般会計か
ら終身会費
収入分

利息 （1,５00） （1,３３３）
合計 １７,１00,９２６ １６,７４５,７５９

（単位：円） （単位：円）

（単位：円） （単位：円）

会計監査報告
２0１６年４月１２日

神奈川県職労連退職者こだま会
代表幹事　植木　眞理子　殿

２0１６年４月１２日、こだま会事務室にお
いて２0１５年度一般会計及び２0１５年度積
立金会計について、それぞれの会計帳
簿、支出証拠書類、預金通帳等の監査
を実施したところ、適正に執行されて
いることを認めます。

会計監査　谷村　寛　㊞
会計監査　岩柳良雄　㊞

　
「
鎌
倉
市
議
会
激
変
緩
和
削
除
事
件
に

対
す
る
労
働
者
へ
の
救
済
命
令
を
求
め
る

署
名
（
団
体
署
名
）」
に
協
力
し
、「
鎌
倉

市
政
を
市
民
と
働
く
仲
間
に
取
り
戻
す
会
」

（
昨
年
１２
月
結
成
）
に
参
加
。
チ
ラ
シ
の
配

布
や
労
働
委
員
会
傍
聴
な
ど
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
不
当
な
「
組
合
事
務
所

明
け
渡
し
問
題
」等
も
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

４
、
会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

会
報
は
年
４
回
定
期
発
行
し
て
い
ま

す
。『
せ
い
か
つ
短
信
』
へ
の
投
稿
が
多
く

な
る
な
ど
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
会
報
の
行
事
予
告
な
ど
迅
速
な
更

新
と
内
容
の
充
実
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

５
、
会
員
加
入
状
況
と
会
の
運
営

（
１
）
会
員
総
数

　

２
０
１
６
年
３
月
末
現
在
の
会
員
は
１

３
１
０
人
で
す（
内
訳
：
昨
年
１
３
３
１
人
。

入
会
２0
人
・
死
亡
４0
人
、
退
会
１
人
）。

（
２
）
会
の
運
営

　

毎
週
火
曜
日
を
軸
と
し
て
事
務
作
業
を

し
、
定
例
四
役
・
事
務
局
会
議
、
幹
事
会

を
開
催
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

６
、
共
同
の
と
り
く
み

　

年
金
・
医
療
・
介
護
、
平
和
等
の
諸
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
諸
団
体
と
交
流
を

し
て
い
ま
す
。

（
１
）
全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
総

会
に
参
加
（
８
月
）

（
２
）
神
奈
川
高
齢
期
運
動
連
絡
会
や
全

国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
へ
の
参
加

（
３
）
県
職
員
九
条
の
会
と
の
連
携

（
４
）
役
員
派
遣

　

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
に
１

人
、神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
に
５
人
、

神
奈
川
高
齢
期
運
動
連
絡
会
に
１
人
を
送

り
、
諸
行
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

〈
第
２
号
議
案
〉

２
０
１
６
年
度
活
動
方
針
（
案
）

Ⅰ　

私
た
ち
を
と
り
ま
を
く
情
勢

　

こ
の
１
年
間
、「
戦
争
法
」
を
は
じ
め

沖
縄
新
基
地
建
設
問
題
、
原
発
再
稼
動
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
、
消
費
税
増
税
、
そ
し
て
４

月
の
「
熊
本
地
震
」
等
々
、
国
民
生
活
に

直
結
す
る
問
題
が
多
発
し
、
関
連
す
る
運

動
も
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

１　

国
民
の
く
ら
し
と
国
政
の
動
き

（
１
）「
戦
争
す
る
国
」へ
安
倍
政
権
の
暴
走

と
国
民
の
草
の
根
の
運
動
の
広
が
り

　

昨
年
９
月
１９
日
、
安
倍
政
権
は
８0
％
近

い
国
民
が
「
審
議
は
つ
く
さ
れ
て
い
な
い

と
考
え
る
」
い
う
状
況
の
な
か
で
、「
戦
争

法
」
を
強
行
に
可
決
、成
立
さ
せ
ま
し
た
。

　
「
戦
争
法
」
の
成
立
に
よ
り
、
政
府
は

過
激
組
織
Ｉ
Ｓ
に
対
す
る
軍
事
作
戦
も
法

的
に
は
可
能
と
答
弁
し
て
お
り
、
日
本
が

テ
ロ
の
標
的
に
さ
れ
る
危
険
も
高
ま
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
戦
力
不
保
持
の
憲
法
第
９

条
２
項
の
削
除
や
憲
法
に
「
緊
急
事
態
条

項
」
を
創
設
す
る
な
ど
、
憲
法
の
改
悪
を

も
く
ろ
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
市
総
務
相
の
放
送
電
波
停
止

発
言
な
ど
、
言
論
・
表
現
の
自
由
に
対
す

る
圧
力
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

会計監査報告
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一
方
、
国
民
の
運
動
は
、「
戦
争
法
」
成

立
後
も
「
シ
ー
ル
ズ
」「
マ
マ
の
会
」「
学
者

の
会
」
な
ど
を
は
じ
め
全
国
で
、
地
域
で
大

き
く
広
が
り
、「
戦
争
法
」
廃
止
・
安
倍
政

権
退
陣
の
２
０
０
０
万
署
名
運
動
な
ど
を

展
開
。「
戦
争
法
廃
止
の
一
点
で
一
致
す
る

野
党
は
共
闘
を
」
と
国
民
の
声
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
保
活
マ
マ
」
の

国
会
前
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
、
各
地
で
の

行
動
も
国
や
自
治
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
米
軍
普
天
間
基
地
返
還
と
辺
野
古

新
基
地
Ｎ
О
の
た
た
か
い

　

沖
縄
県
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
返
還
・

移
設
を
め
ぐ
り
、
沖
縄
県
民
・
全
国
民
の

大
き
な
運
動
の
な
か
で
、
福
岡
高
裁
那
覇

支
部
で
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
首
相
は
、「
普
天
間
飛
行
場
の

全
面
返
還
の
た
め
に
は
、
辺
野
古
へ
の
移

設
が
唯
一
の
選
択
肢
で
あ
る
と
い
う
国
の

考
え
方
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
」
と
、
態

度
は
変
え
て
い
ま
せ
ん
。

（
３
）
原
発
再
稼
働
を
進
め
る
安
倍
政
権

　

東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
５
年
余
が
経
過
し
ま
し
た
。
福
島
県

で
は
９
万
７
０
０
０
人
以
上
が
い
ま
だ
に

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権

は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴

う
福
島
県
内
の
避
難
指
示
を
２
０
１
７
年

３
月
ま
で
に
解
除
し
、
避
難
者
へ
の
賠
償

を
打
ち
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
廃
炉
作

業
も
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
事
故
の
状
況

は
わ
ず
か
し
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
安
倍
政
権
は
川
内

原
発
・
高
浜
原
発
を
再
稼
働
。
し
か
し
高

浜
原
発
は
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
と
、
滋
賀
県
の
住
民
が
再
稼
働
差
し
止

め
を
求
め
た
仮
処
分
で
、
大
津
地
裁
は
運

転
停
止
を
命
じ
る
仮
処
分
の
決
定
を
下
し

ま
し
た
。

（
４
）「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
破
た
ん

　

昨
年
９
月
、
安
倍
首
相
は
新
３
本
の
矢

（
強
い
経
済
・
子
育
て
支
援
・
安
心
に
つ

な
が
る
社
会
保
障
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

一
億
総
活
躍
社
会
、特
殊
出
生
率
１
・
８
、

介
護
離
職
ゼ
ロ
等
、
耳
触
り
の
良
い
言
葉

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
実
態
は
伴
わ
ず
、

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
減
、
労
働
者
の

実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
、
家
計
消
費
の
大

幅
な
落
ち
込
み
等
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
失
敗
は
明
白
で
す
。

　

さ
ら
に
、
派
遣
労
働
の
拡
大
、
解
雇
の

自
由
化
、「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」
な
ど
の
労

働
法
制
改
悪
で
、
４
割
を
占
め
る
非
正
規

労
働
者
等
、
格
差
と
貧
困
、
長
時
間
労
働

と
異
常
な
日
本
を
拡
大
さ
せ
か
ね
ま
せ
ん
。

（
５
）
社
会
保
障
の
改
悪

①
下
が
り
続
け
る
年
金

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
発
動
で
、
物

価
下
落
時
に
物
価
下
落
以
上
に
削
減
、
年

金
の
支
給
開
始
年
齢
を
６５
歳
か
ら
さ
ら
に

引
き
上
げ
る
な
ど
２0
〜
３0
年
に
わ
た
る
連

続
的
な
支
給
削
減
の
レ
ー
ル
、
高
齢
者
の

生
活
苦
と
、
若
い
現
役
世
代
も
含
め
、
国

民
生
活
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
年

金
者
組
合
を
中
心
に
広
範
な
人
々
が
不
服

審
査
請
求
の
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

②
遠
の
く
医
療
と
介
護

　
「
入
院
か
ら
在
宅
に
」「
医
療
か
ら
介
護

へ
」「
介
護
か
ら
市
場
原
理
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
」
と
、
国
は
都
道
府
県
に
医
療
提
供

体
制
を
制
限
す
る
権
限
を
与
え
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
ま
で
に
２
０
２
万
床
が
必
要
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
に
地
域
医
療

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
さ
せ
、
４３
万
床
を
削
減

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
以
外

の
受
診
の
窓
口
負
担
増
（
定
額
負
担
を
上

乗
せ
）、
市
販
品
類
似
薬
の
保
険
外
し
、
７0

歳
以
上
の
窓
口
負
担
増
、
入
院
時
の
部
屋

代
や
食
事
療
養
費
の
負
担
増
、
混
合
診
療

の
拡
大
と
負
担
増
や
削
減
に
よ
る
病
院
か

ら
の
追
い
出
し
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
で
は
、
介
護
保
険
利
用
料
の
引
き

上
げ
、要
介
護
１
、２
の
保
険
給
付
外
し
等
、

際
限
の
な
い
負
担
増
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
憲
法
２５
条
を
実
現
さ
せ
て

い
く
と
り
く
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
６
）
国
政
選
挙
に
つ
い
て

　

今
年
の
国
政
選
挙
は
、
日
本
の
運
命
を

大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
も
の
に
な
り
ま

す
。
安
倍
政
権
は
改
憲
勢
力
の
３
分
の
２

確
保
に
向
け
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
幻
想

を
振
り
ま
き
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
な

ど
と
口
当
た
り
の
良
い
政
策
を
次
々
に
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
選
挙
で
は
こ
れ
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
正
し
い
判
断
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２　

神
奈
川
県
政
を
め
ぐ
る
動
き

（
１
）「
財
源
不
足
」
と
い
わ
れ
る
な
か
で

過
去
最
大
規
模
の
予
算　

県
民
生
活
密

着
の
県
政
か
？

　

県
は
こ
れ
ま
で
、
財
源
不
足
を
理
由
に

県
職
員
の
賃
金
確
定
闘
争
や
県
民
の
求
め

る
福
祉
・
教
育
関
連
予
算
要
求
に
厳
し
い

対
応
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
度
は
、
大
企
業
や
富
裕
層
を
中
心
に
収

益
・
所
得
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
税
収
の

伸
び
で
、
予
算
編
成
過
程
で
は
５
５
０
億

円
の
財
源
不
足
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
決
算

見
込
み
で
は
逆
に
６
７
０
億
円
の
黒
字
で
す
。

　

新
年
度
予
算
・
事
業
に
は「
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
活
性
化
」「
箱
根
山
火
山
災

害
対
策
」「
小
規
模
保
育
事
業
所
の
整
備
」

「
子
育
て
支
援
員
研
修
事
業
」「
県
立
教
育

施
設
整
備
の
推
進
」
等
、
県
民
の
声
を
踏

ま
え
た
内
容
が
あ
る
一
方
、「
未
病
を
治

す
」「
セ
レ
ク
ト
神
奈
川
１
０
０
」「
ロ
ボ
ッ

ト
と
共
生
」「
か
な
が
わ
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
計
画
」
等
、
一
部
の
企
業
や
県
民

に
限
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
い

く
つ
か
見
ら
れ
ま
す
。
県
民
生
活
の
実
態

や
声
、
現
場
の
職
員
の
声
を
ふ
ま
え
た
県

政
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
２
）
限
界
を
迎
え
た
条
例
定
数
削
減

　

条
例
定
数
増
は
職
場
実
態
の
反
映

　

１
９
７
４
年
以
来
、
知
事
部
局
の
条
例

定
数
が
２４
人
増
と
な
り
ま
し
た
。
１
９
７

４
年
の
条
例
定
数
は
１
万
３
７
８
３
人
。



（5）　第　１１２　号 ２0１６年（平成２８年）５月１５日神奈川県職労連 退職者こだま会報

２
０
０
５
年
に
病
院
事
業
庁
定
数
２
２
８

２
人
が
分
離
さ
れ
、
２
０
１
５
年
度
定
数

は
７
４
６
１
人
で
、
県
立
病
院
を
除
く
と

ピ
ー
ク
時
（
１
９
７
４
年
度
）
か
ら
見
て

４
０
０
０
人
削
減
。
３
分
の
２
以
下
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

条
例
定
数
が
増
え
た
と
は
い
え
、
実
人

員
の
配
置
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
ス
ポ
ー
ツ

局
な
ど
、
黒
岩
知
事
が
重
点
と
す
る
政
策

ス
タ
ッ
フ
に
厚
く
、
現
場
に
は
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

Ⅱ　

活
動
の
基
本
と
計
画

１　

交
流
の
場
と
仲
間
づ
く
り

（
１
）
こ
だ
ま
会
文
化
レ
ク
企
画
「
て
く
・

テ
ク
の
会
」

　
「
世
界
遺
産
富
岡
製
糸
場
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー
」（
９
月
２８
・
２９
日
）や「
グ
ル
メ
散
歩
」

「
お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ
」等
を
実
施
し
ま
す
。

（
２
）　
「
趣
味
の
会
」

　
「
料
理
教
室
」「
食
文
化
を
楽
し
む
会
」

「
歴
史
教
室
」「
俳
句
サ
ー
ク
ル
・
こ
だ
ま

句
会
」
な
ど
会
員
の
趣
味
を
生
か
し
た
活

動
を
応
援
し
、
充
実
を
は
か
り
ま
す
。

（
３
）　

仲
間
づ
く
り

　

会
員
の
提
案
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、

既
存
の
趣
味
の
会
の
ほ
か
に
も
交
流
の
場

を
増
や
し
、
楽
し
く
実
り
あ
る
活
動
に
し

て
い
き
ま
す
。

２　

福
利
厚
生
活
動

（
１
）
長
寿
祝
い
制
度

　

今
年
度
の
対
象
者
は
７７
歳
（
生
年
月
日

１
９
３
８
年
４
月
２
日
〜
１
９
３
９
年
４

月
１
日
）
の
５0
人
で
す
。
お
祝
い
の
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
を
贈
り
、
総
会
後
の
懇
親
会
に

招
待
し
ま
す
。

（
２
）
共
済
・
保
険
・
人
間
ド
ッ
ク

　

有
利
で
安
心
な
火
災
共
済
、
自
動
車
共

済
、
が
ん
保
険
な
ど
の
保
険
事
業
や
人
間

ド
ッ
ク
事
業
に
と
り
く
み
ま
す
。

（
３
）
相
談
活
動

　

会
員
の
専
門
性
を
生
か
し
た
相
談
活
動

を
行
い
ま
す
。

３　

�

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
へ

　

医
療
・
福
祉
・
介
護
・
年
金
制
度
の
充

実
や
消
費
税
増
税
反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
反

対
、脱
原
発
な
ど
の
国
民
的
な
課
題
で
は
、

集
会
や
学
習
会
へ
の
参
加
、
署
名
な
ど
を

呼
び
か
け
ま
す
。

４　

県
民
本
位
の
県
政
を
め
ざ
し
て

（
１
）
県
「
行
革
」
に
つ
い
て

　

県
有
施
設
の
切
り
捨
て
な
ど
の
県
「
行

革
」
に
対
し
て
は
、県
職
労
連
と
連
携
し
、

会
員
の
地
域
や
団
体
で
の
と
り
く
み
を
支

援
し
ま
す
。

（
２
）
愛
名
や
ま
ゆ
り
園
岩
元
克
憲
さ
ん

の
職
場
復
帰
を
め
ざ
す
闘
い
の
支
援

　
「
か
な
が
わ
共
同
会
の
障
害
者
差
別
を

許
さ
ず
岩
元
さ
ん
の
職
場
復
帰
を
め
ざ
す

会
」
に
参
加
し
、
裁
判
傍
聴
な
ど
に
と
り

く
み
ま
す
。

５　

�

い
の
ち
と
く
ら
し
、
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
運
動

（
１
）「
戦
争
法
」
の
廃
止
を
求
め
る
行
動

　
「
戦
争
法
」
の
廃
止
を
求
め
、
毎
月
１９

日
の
国
会
行
動
な
ど
戦
争
法
反
対
関
連
団

体
が
主
催
す
る
行
動
に
積
極
的
に
会
員
が

参
加
す
る
よ
う
、
会
報
で
呼
び
か
け
る
な

ど「
戦
争
法
」廃
止
に
向
け
て
行
動
し
ま
す
。

（
２
）
憲
法
改
悪
反
対
の
と
り
く
み

　

憲
法
へ
の
「
緊
急
事
態
条
項
」
の
追
加

や
、
第
９
条
を
改
悪
す
る
目
論
見
に
対
し

て
、
県
職
員
九
条
の
会
等
と
連
携
し
て
と

り
く
み
ま
す
。

（
３
）
民
主
団
体
等
と
の
連
携

　

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
や
神
奈

川
高
齢
期
運
動
連
絡
会
、
民
主
団
体
と
協

力
し
て
運
動
に
参
加
し
ま
す
。

（
４
）「
鎌
倉
市
政
を
市
民
と
働
く
仲
間
に

取
り
戻
す
会
」
へ
の
支
援

　

鎌
倉
市
と
議
会
に
よ
る
鎌
倉
市
職
労
に

対
す
る
不
当
な
攻
撃
（
給
与
の
激
減
緩
和

措
置
削
除
の
議
決
や
組
合
事
務
所
明
渡
通

告
な
ど
）
に
対
し
て
、「
取
り
戻
す
会
」

に
参
加
し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

２０１6（平成２８）年度　一般会計予算（案）
（２０１6年４月１日〜２０１７年３月３１日）

収　　入
項　目 予算額 摘　　要

年 会 費 ９0，000 ３，000円×３0人
終 身 会 費 ４00，000 ２５，000円×１６人
県職労連交付金 ５５0，000
共済助成費 １，２00，000 全労済など
雑 収 入 ７７，３８４ 総会祝金等

繰 入 金 ２５0，000 積立金会計から
（長寿祝い金等）

寄 付 金 １，000 個人からの寄付など
前年度繰越金 ３２１，６１６
合 計 ２，８９0，000

支　　出
項　目 予算額 摘　　要

事 務 局 費 ３00，000 事務運営費など

行 動 費 １５0，000 自治労連退職者連
絡会・高齢者大会等

会 報 費 １，000，000 会報発行経費
総 会 費 １６0，000 会場費等
会 議 費 ５00，000 幹事会・事務局会議等
通 信 費 ３0，000 切手等
長寿祝い金等 １７0，000 ５0人、送料他

負 担 金 ６５，000
神奈川自治労連
退職者会、愛名
やまゆり園岩元
争議等

繰 出 金 ４00，000 積立金会計へ
（終身会費収入分）

予 備 費 １１５，000
合 計 ２，８９0，000

２０１6（平成２８）年度積立金会計予算（案）
（２０１6年４月１日〜２０１７年３月３１日）

支　　　出
項　目 予算額 摘　　要

本年度支出 ２５0，000 一般会計、長
寿祝い金等

次年度繰越金 １６，0９６，７５９
合 　 計 １６，３４６，７５９

収　　　入
項　目 予算額 摘　　要

前年度繰越金 １５，９４５，７５９
本年度収入 ４0１，000

内 訳 積立金 （４00，000）一般会計から、
終身会費収入分

利 息 （１，000）
合 　 計 １６，３４６，７５９

（単位：円） （単位：円）

（単位：円） （単位：円）

第３号議案　２０１6年度予算案
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６　
�「

手
づ
く
り
文
化
祭
」（
神
奈
川
自
治

労
連
退
職
者
会
主
催
）
へ
の
参
加

　

会
員
の
趣
味
の
発
表
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
他
の
退
職
者
会
と
の
交
流
を
深
め

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
会
員
が
出

演
、
出
品
、
見
学
で
き
る
よ
う
に
会
報
等

で
周
知
し
、積
極
的
な
参
加
を
促
し
ま
す
。

７　

�

会
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

の
充
実

（
１
）
こ
だ
ま
会
報

　

５
月
・
８
月
・
１１
月
・
２
月
の
定
期
発

行
を
行
い
、
会
員
が
主
人
公
の
楽
し
く
わ

か
り
や
す
い
紙
面
を
追
求
し
ま
す
。

（
２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

迅
速
な
更
新
を
し
、
会
員
が
気
軽
に
身

近
な
話
題
や
写
真
の
投
稿
が
で
き
る
よ
う

サ
イ
ト
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
３
）�「
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
信
を
め

ざ
し
ま
す
。

８　

会
員
の
拡
大
と
会
の
運
営

（
１
）
会
員
の
拡
大

　

県
主
催
の
退
職
予
定
者
説
明
会
や
県
職

労
連
の
退
職
予
定
者
と
の
集
い
な
ど
で
連

携
し
て
、
加
入
を
呼
び
か
け
ま
す
。

（
２
）
会
の
運
営

　

毎
週
火
曜
日
（
１0
時
〜
１６
時
）
を
軸
に

事
務
作
業
を
し
、
四
役
・
事
務
局
会
議
を

必
要
に
応
じ
て
開
き
、
幹
事
会
は
会
報
発

送
時
と
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

会員
紹介

－４７－

５０年ぶりのピアノ
中嶋　ひとみ

　

私
は
１
９
８
０
年

に
看
護
師
と
し
て
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に

就
職
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
看
護
学
校
の

◇　
　

◆　
　

◇

　

私
は
子
ど
も
の
頃
に

ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま

し
た
が
、
中
学
に
入
る

と
と
も
に
ピ
ア
ノ
教
室

を
や
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
成
人
以
後
も
ピ
ア

ノ
を
奏
で
る
生
活
と
は

お
よ
そ
縁
の
な
い
暮
ら

し
で
し
た
。

　

定
年
が
近
づ
い
て
き

た
頃
、
老
後
も
楽
し
く

続
け
ら
れ
る
こ
と
は
何

か
と
考
え
、
長
年
続
け

て
き
た
趣
味
は
山
歩
き
で
し
た
が
、

や
っ
ぱ
り
ピ
ア
ノ
か
な
と
思
い
始
め
ま

し
た
。

❖
ピ
ア
ノ
教
室
へ

　

５
年
ほ
ど
前
に
数
十
年
ぶ
り
に
ピ
ア

ノ
の
調
律
を
受
け
、
練
習
し
始
め
よ
う

と
思
い
ま
し
た
が
、
実
現
し
ま
せ
ん
で

職
場
を
経
て
、
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
を

最
後
に
２
０
１
５
年
に
定
年
退
職
し
ま

し
た
。

し
た
。
昨
年
退
職
後
は
、
毎
週
の
よ
う
に

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
ま
し
た
が
、
夏
に

入
る
と
暑
く
て
出
歩
け
ず
、
そ
ん
な
な
か

で
、
少
し
ず
つ
ピ
ア
ノ
の
蓋
を
開
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昔
発
表
会
で
弾
い
て
い
た
曲

で
さ
え
思
う
よ
う
に
指
が
動
か
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
何
と
か
練
習

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
曲
は
お
手
上

げ
で
し
た
の
で
、
や
は
り
先
生
に
つ
く
の

が
早
道
か
と
思
い
た
ち
、
５0
年
ぶ
り
に
ピ

ア
ノ
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

❖
１
曲
仕
上
げ
る
の
に
４
カ
月

　

鍵
盤
に
置
く
指
の
角
度
や
力
の
入
れ
方

か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
親
指
、
人

差
し
指
、
中
指
ま
で
は
何
と
か
動
か
せ
て

も
、
薬
指
に
は
力
が
う
ま
く
入
り
ま
せ
ん
。

演
奏
記
号
の
意
味
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
り
先
生
に
聞
き
な
が
ら
、
子
ど
も
時

代
の
教
本
で
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。

１
曲
仕
上
げ
る
の
に
４
カ
月
か
か
り
ま

し
た
。

❖
曲
の
楽
し
さ
、せ
つ
な
さ
を
感
じ
て

　

近
頃
は
、
こ
の
作
曲
家
は
ど
ん
な
気

持
ち
を
こ
の
曲
に
表
現
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
か
な
？　

な
ど
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
、
曲
そ
れ
ぞ
れ
に
、
楽
し
さ
や

せ
つ
な
さ
を
感
じ
ま
す
。
電
車
の
な
か

や
歩
行
中
に
、
頭
の
な
か
に
音
楽
が
う

か
ん
で
き
て
、
口
ず
さ
む
よ
う
に
も
な

り
、
な
ん
と
な
く
楽
し
い
気
持
ち
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。

❖
い
つ
か
シ
ョ
パ
ン
を
弾
き
た
い

　

新
曲
の
練
習
に
入
る
と
、
や
っ
と
弾

け
る
よ
う
に
な
っ
た
前
の
曲
が
も
う
弾

け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
歩
進
む
と
二
歩
戻
る
よ
う
な
、
気

の
遠
く
な
る
よ
う
な
私
の
ピ
ア
ノ
で
す

が
、
い
つ
か
シ
ョ
パ
ン
の
曲
が
弾
け
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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ご支援ありがとう―神奈川フィル争議

●�俳句サークル「こだま句会」
月例句会（毎月第２木曜日１３時〜）
　６月９日　７月１４日　
ところ　県庁本庁舎6階会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　８００円
申込先　こだま会事務所　０４５（２１２）３１７９
　　　　または井村友彦　０４6３（８１）４４９３
●�薬膳料理
と　き　７月下旬予定　１１時〜１５時
ところ　未定
会　費　１８００円
内　容　夏を乗り切る薬膳料理
講　師　亀井禎子会員
申込先　亀井禎子　０４５（３３２）４6０１
　またはこだま会事務所０４５（２１２）３１７９
●神奈川県職員九条の会「１０周年平和の集い」
と　き　５月２８日（土）１３時３０分〜１6時３０分
ところ　波止場会館（5階多目的ホール）
　　　　�みなとみらい線「日本大通り」駅

下車徒歩7分
内　容　総会と講演
講　演　�「9条改憲の動きと戦争法廃止運

動・参院選の意義」
講　師　五十嵐　仁氏（法政大学名誉教授）
資料代　５００円
連絡先　�事務局　
　　　　佐伯義郎（０９０－２４７３－２6８１）

杉本さん（左）と布施木さん（右）に花束を贈る

解
雇
を
撤
回
、勝
利
和
解
！

　

４
月
８
日
、２１
時
４0
分
過
ぎ
、

中
央
労
働
委
員
会
第
１１
回
調
査

（
和
解
協
議
）
で
和
解
勧
告
が

出
さ
れ
、
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
は
勧
告
を
受

諾
、
調
印
し
、
和
解
が
成
立
し

ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
４
月
１１
日
に
突

然
解
雇
さ
れ
た
神
奈
川
フ
ィ
ル

管
弦
楽
団
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏

者
の
杉
本
正
さ
ん
と
布
施
木
憲

次
さ
ん
の
争
議
は
、
丸
４
年
の

歳
月
を
目
前
に
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
私
は
傍
聴
に
は
行
け
ま

済
的
損
失
を
回
復
す
る
解
決
金
を
支
払
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
勝
利
和
解
で

す
。

　

こ
の
間
、
こ
だ
ま
会
と
し
て
「
杉
本
さ

ん
・
布
施
木
さ
ん
の
解
雇
を
撤
回
さ
せ
、

神
奈
フ
ィ
ル
を
良
く
す
る
会
」に
参
加
し
、

会
員
へ
署
名
や
要
請
書
の
呼
び
か
け
、
裁

判
、地
労
委
、中
労
委
の
傍
聴
、コ
ン
サ
ー

ト
会
場
前
宣
伝
行
動
な
ど
諸
行
動
に
と
り

く
み
、争
議
解
決
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

こ
だ
ま
会
の
皆
さ
ん
の
支
援
が
あ
っ
て
の

勝
利
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
人
が
お
礼
の
言
葉
の
な
か
で
、「
文

化
活
動
に
は
必
要
の
な
い
無
駄
な
労
力
と

お
金
を
無
反
省
に
つ
ぎ
込
む
こ
と
を
誰
が

発
案
し
、誰
が
推
進
し
、誰
が
止
め
な
か
っ

た
の
か
、こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
検
証
し
、

神
奈
川
フ
ィ
ル
に
巣
食
う
害
虫
を
駆
除
し

て
、
健
全
な
楽
団
運
営
に
し
て
い
く
こ
と

で
す
」（
杉
本
さ
ん
）、「
年
間
２
億
円
近

い
補
助
金
を
出
し
て
い
る
神
奈
川
県
と
県

知
事
は
、
長
引
か
せ
た
責
任
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。解
雇
闘
争
は
終
結
し
ま
し
た
が
、

県
民
の
宝
で
あ
る
神
奈
川
フ
ィ
ル
を
民
主

化
す
る
運
動
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
」（
布
施
木
さ
ん
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

勝
利
和
解
と
い
っ
て
も
、
楽
団
や
神
奈

川
県
が
態
度
を
変
え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
神
奈
フ
ィ
ル
分
会

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
楽
団
の
正
常

化
を
実
現
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
小
島
八
重
子
）

況
が
目
に
見
え
る
よ
う
で

し
た
。
和
解
成
立
か
決
裂

か
。
和
解
に
は
絶
対
譲
れ

な
い
水
準
が
あ
る
。
決
裂

す
れ
ば
、争
議
が
長
引
き
、

解
決
の
め
ど
が
立
つ
の

か
。
一
番
悩
ん
だ
の
は
二

人
だ
と
思
う
と
、「
勝
利

和
解
」
の
メ
ー
ル
を
受
け

た
と
き
、
安
堵
の
思
い
が

こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

和
解
内
容
は
、（
１
）

合
意
退
職
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
残
念
な
が

ら
二
人
の
職
場
復
帰
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
①
楽
団
の

不
当
労
働
行
為
を
認
め

さ
せ
、
今
後
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

す
る
と
さ
せ
た
②
解
雇

を
撤
回
さ
せ
た
③
楽
団

に
よ
る
解
雇
に
よ
っ
て

傷
つ
け
ら
れ
た
杉
本

楽
団
は
不
当
労
働
行
為
と
紛
争
の
長
期
化

に
つ
い
て
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
（
２
）

氏
、
布
施
木
氏
の
音
楽
家
と
し
て
の
名
誉

の
対
外
的
な
回
復
④
不
当
解
雇
に
よ
る
経

せ
ん
で
し
た
が
、
１0
時
３0
分
か
ら
夜
遅
く

ま
で
行
わ
れ
た
和
解
協
議
の
緊
迫
し
た
状

楽
団
は
解
雇
を
撤
回
す
る
（
３
）
楽
団
は

解
決
金
を
支
払
う
（
４
）
二
人
は
和
解
後

勝利和解の記者会見（４月８日）
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こ
だ
ま
俳
壇
（
４
月
）

地
蔵
尊
つ
つ
じ
に
埋
も
れ
目
を
細
め

�

　
　
　
中
村
　
桂
子

青
き
踏
む
病
室
出
で
し
第
一
歩

�
　
　
　
　
　
木
村
　
武
子

百
ま
で
は
生
き
る
と
母
の
桜
餅

�
　
　
　
　
鳥
海
　
敏
雄

夕
東
風
や
岸
を
離
れ
る
屋
形
船

�

　
　
　
　
　
友
井
　
眞
言

種
選
び
父
祖
の
伝
え
を
継
ぐ
子
な
し

�

　
　
　
小
川
　
水
草

梁
太
き
菓
舗
の
灯
り
や
桜
餅

�

　
　
　
　
　
　
三
井
　
光
子

咲
き
と
う
て
咲
と
う
て
咲
き
桜
散
る

�

　
　
　
白
井
保
次
郎

春
眠
や
子
を
抱
く
父
と
抱
か
れ
る
子

�

　
　
　
柳
瀬
　
節
子

東
風
吹
き
て
川
面
に
ぼ
ら
の
遡
り

�

　
　
　
　
後
藤
　
貞
夫

桜
東
風
円
座
の
中
を
吹
き
抜
け
る

�

　
　
　
　
島
田
多
嘉
子

難
曲
に
長
き
拍
手
や
春
の
夜

�

　
　
　
　
　
　
坂
　
　
　
守

花
の
丘
双
子
の
眠
る
ベ
ビ
ー
カ
ー

�

　
　
　
　
田
中
　
一
男

春
の
日
や
介
護
の
日
々
と
メ
ー
ル
あ
り

�

　
　
松
尾
佐
知
子

寒
も
ど
り
桜
の
開
花
狂
い
け
り

�

　
　
　
　
　
鈴
木
志
げ
子

東
風
浴
び
て
母
の
居
場
所
に
六
千
歩

�

　
　
　
高
橋
　
和
江

手
水
鉢
花
び
ら
あ
ふ
れ
鵯
闌
け
る

�

　
　
　
　
井
村
　
友
彦

落
椿
ま
ま
ご
と
遊
び
の
ご
馳
走
に

�

　
　
　
　
横
川
美
代
子

東
風
吹
く
と
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
誘
は
る
る

�

　
太
田
　
土
男

真
紅
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
お
出
迎
え

　

こ
だ
ま
会
「
て
く
・
テ
ク
の
会
」
の
一

行
１７
人
は
３
月
３１
日
、
１0
時
に

Ｊ
Ｒ
真
鶴
駅
に
集
合
し
、
春
日

和
の
な
か
「
真
鶴
半
島
の
花
と

歴
史
散
歩
」に
出
発
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
立
ち
寄
っ
た
の
が
荒
井

城
址
公
園
。
気
の
早
い
真
紅
の

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
お
出
迎
え
。
枝

垂
桜
も
気
負
け
す
る
く
ら
い
に

咲
き
誇
っ
て
い
る
様
子
に
、
古

の
面
影
を
残
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
す
。“
縦
書
き
の
詩
文
”

の
よ
う
な
キ
ブ
シ
の
花
の
大
群

付
き
林
を
守
る
神
と
し

て
、
信
仰
の
対
象
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

「
し
と
ど
の
窟
い
わ
や

」

　

魚
市
場
で
地
元
の
方
と

触
れ
合
い
、
こ
の
日
の
最

後
に
、
頼
朝
が
隠
れ
て
い

た
と
さ
れ
る
「
し
と
ど
の

窟
」
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。

　

し
と
ど
（
鳥
）
が
飛
び

出
し
て
こ
な
か
っ
た
ら
、

頼
朝
は
殺
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

詩
歌
の
舞
台
で
も
あ
る

真
鶴
は
、
昔
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
文
学
者
が
訪
れ
、
遊

び
、
滞
在
し
た
時
の
印
象

を
も
と
に
、
多
く
の
作
品

を
残
し
て
い
ま
す
。

　
「
貴
船
祭
り
」
が
夏
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
る
こ

と
の
幸
せ
を
思
い
、
一
行

は
真
鶴
を
あ
と
に
し
ま
し

た
。

名
を
残
し
て�

し
と
ど
の
窟
花
の
果
て

�

（
高
橋
和
江
）

に
出
会
い
、
一
行
は
さ
ら
に
照
葉
樹
林
の

な
か
に
分
け
入
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
植
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
ク

ロ
マ
ツ
は
『
か
な
が
わ
の
名
木
百
選
』
に

選
ば
れ
ま
し
た
が
、
数
年
前
の
台
風
で
倒

木
し
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
植
え
ら
れ
た

ク
ス
ノ
キ
が
、
御
林
と
し
て
威
容
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
は
魚
付
き
保
安
林
と
し

て
、
豊
か
な
漁
場
を
も
た
ら
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

三
ツ
石
海
岸
を
散
策

　

幕
末
の
台
場
（
砲
台
）
跡
で
休
憩
を
と

り
、
森
の
駅
ケ
ー
プ
真
鶴
で
昼
食
を
と
っ

て
か
ら
、
三
ツ
石
海
岸
（
笠
島
）
の
散
策

で
す
。
こ
の
日
は
微
か
に
大
島
、
初
島
が

望
め
ま
し
た
。

　

帰
路
に
向
か
う
と
、
山
の
神
が
現
れ
ま

す
。
小
さ
な
神
社
で
す
が
、
採
石
場
や
魚

花
と
歴
史
散
歩

真
鶴

半
島

こ
だ
ま
会
文
化
レ
ク
企
画

て
く
・
テ
ク
の
会

絵
手
紙奥

津
弘
久
さ
ん
の
作
品

▲�

荒
井
城
址
公
園
の
枝
垂

桜
は
３
分
咲
き
で
し
た

◀
足
取
り
も
軽
く
散
策


